	
	
	  令和元年度（２０１９年度）
社会福祉法人　いなほ福祉会
 いなほ作業所  事業報告書
	
	

	
	
	


１．事業所所在地
　　　和歌山県東牟婁郡那智勝浦町中里５７５

　　　　電話　０７３５－５７－０３３４
　　　　FAX　０７３５－５７－０３３５

２．基本方針である「障害の状況に配慮しつつ利用者が働く中で、その能力をいかんなく発揮し、生産活動をとおし社会的貢献や働く喜び、充実感を感じ取ることで、自らの存在価値を確認し、社会的自立をめざす。また、一人ひとりが互いに尊重し、相互に助け合う集団づくりを通し豊かな成長をめざす」実践に努めた。
３．利用定員と利用実績（令和２年３月末日）
　　　　　　　　　　　　　　定員　　　利用登録者
　　い な ほ 作 業 所　　　４０名　　　 ４６名　
令和元年度
	利 用 月
	４
	５
	６
	７
	８
	９
	１０
	１１
	１２
	１
	２
	３
	合  計

	開所日数
	22
	21
	21
	23
	19
	21
	22
	21
	21
	21
	19
	22
	253日

	延利用人数
	855
	810
	797
	872
	715
	780
	843
	858
	856
	844
	744
	849
	9,823人

	１日平均
	38.9
	38.6
	38.0
	37.9
	37.6
	37.1
	38.3
	40.9
	40.8
	40.2
	39.2
	38.6
	38.9人


· 平成３０年度 ＝ 40.0人
４．職員体制
	
	
	
	内　訳

	
	定　数
	現　員
	正　規
	パート

	管理者（施設長）
	１
	１
	１
	

	サービス管理責任者
	１
	１
	１
	

	生活支援員
	１
	１
	１
	

	目標工賃達成指導員
	１
	１
	１
	

	職業指導員
	４
	１２
	４
	８

	調  理  員
	     　２
	３
	
	３（１※）

	送  迎  員
	－
	２
	
	２

	嘱  託  医
	（１）
	（１）
	
	（１）

	計
	１０名（１名）
	２１名（１名）
	８名
	13名（１名）


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１※）：補助調理員（令和２年３月末日）
５．今年度の重点方針の結果
『成人分野共通方針』
①成人分野事業所での共通した課題を協働して取り組んでいきます。
　　・食品表示法施行に伴った食品表示の切り替えを、２０２０年３月末までに行い、新しい食品表示でのパンや焼き菓子等の販売につなげることができた。
　　・成人分野事業所間で共通の担当者を配置し、安全管理や衛生管理の改善につなげていった。部分的な改善であるため、継続していく必要性がある。
②福祉専門職員としての人材育成をすすめます。
・利用者を主体とした支援が出来る支援体制の見直し等を協働で検討を行った。
　　・世代交代も含めた人材育成を行っていくためにも、職員の支援スキルアップや支援者としての自覚を深めていくことは継続した課題である。
　③利用者支援・業務管理システム（ＡＳＰ）を導入し、記録管理や事務処理の改善、個人情報データのセキュリティー構築をすすめます。
　　・いなほ作業所では９月～ＡＳＰを活用した給付費の請求につなげられた。ワークショップゆうは準備に留まっている。
　　・諸記録や個人情報の管理など活用出来ていない為、継続してすすめていく必要がある。
④成人分野管理者会議を行い、成人期全般の広範な課題や今後の方向性についての検討をすすめます。
　・定期的な開催は行えていないが、課題に応じた検討を行う事が出来た。
　・法人事務局を引き継ぐ体制作りと、共通した課題を協働ですすめる事で幅広い課題解決につなげていけるよう継続しいく必要がある。
 『いなほ作業所重点方針』

　
1 製パン事業の充実を目指しました。
製造に関しては、利用者自身が自分の仕事を理解し次の仕事を考えて作業できるようになってきました。出来ることが増えてきて自信にもつながっています。
自家製メロンビスの製造も慣れてきて準備から後片付けまで出来る様になっています。
　販売残数の記録を付け、それに基づいて製造量の調整をし、販売ロスと売れ残りのバランスを取るようにしました。
例年４回開催の『パン祭り』では、天候不順のため1回中止となり３回の開催となり売り上げが減少しました。毎回、目玉商品としてスイーツを作っていますが、地元太田産のいちごを使ったいちご大福や、モンブランカップ、バスク風チーズケーキ等お客様に好評でした。これからも地元産の食材を活用し地域との交流を深めていきたいと思います。

天候不順のため、太田の郷夏祭り、太地町花火大会での販売が出来なくなり、雪まつりでの天候悪化に要る集客力の低下、新型コロナウィルス蔓延のため学校給食や移動販売が中止などの影響により売り上げが減少しました。

お客様の要望により箱詰めギフトセットの販売を開始し、今後も継続して力を入れて行きたいです。

各コースの販売員の努力により販路拡大に努めていますが、当圏域の人口減少が進んでおり抜本的な改革を進めなければいけないと思います。
2 パン店舗（太地出張所）の売り上げアップを目指しました。

　

パン店舗では新商品として、お客様の希望する具材をその場で挟む「コッペパンサンド」の販売を開始し大変好評でした。
４周年セールでは、事前にポスター・チラシや新たにSNSも活用して告知し、金曜日と土曜日の2日間開店しました。
店内装飾等でイベント毎にディスプレイの工夫を凝らし、集客に努めましたが、年間を通しての売り上げは昨年度から若干、減少しました。
今後も新たな調理パンの開発や、新商品、季節限定の商品展開をして売上アップを目指します。
3 中里出張所では、落ちついた活動ができる環境を整え、仕事と日中活動の充実を
図りました。
中里出張所では、各自のペースを尊重し、変化の少ない、安定した日々を過ごしています。
拠点が増えたことによるメリットを活かしつつ、そのことによる課題（職員間の情報共有や意思統一の難しさなど）を改善するために、ＳＮＳ等を活用しタイムリーに情報交換するなどの工夫を行ってきました。コミュニケーションツールを導入することで、メール等でのやりとりより、スムーズに資料を共有することができたり、各拠点で分かれていてもウェブ会議で課題の共有を行ったり、職員間での情報共有や意見交換、意思統一をこれまで以上に密に行ってきました。
　　　みんなが安心して、自分らしく日常生活を送っていけるよう、チームとして丁寧な支援が行えるよう、工夫と改善を常に行っていきたいと思います。
4  下里出張所では、安心して仕事ができるよう、静かな環境を整え、各自の年齢や障害特性に応じた活動内容を提供し、個々のペースでステップアップしていけるような支援を行いました。
下里出張所は、少しずつ利用者も増え、現在は２１歳～７２歳と幅広い世代の方が９名、各自のペースで利用しております。
静かな環境で過ごしたい、自分のペースで出勤し仕事をしたい、といった一人ひとり違うニーズや多様性を尊重し、各自が安心感と自信を持って、自分らしく働き続けられる場所。そんな機能が下里出張所には求められているのだと思います。
そのためには、それぞれの特性や課題に対する情報であったり、個別に対応することができる余力を大事にしながら、各自の年齢や障害特性に応じた仕事や活動内容を模索していくことが重要であると思います。
今後も上記の内容を各職員が意識しながら、チームとして丁寧な支援が行えるよう、工夫していきたいと思います。
〔事業・運営・研修〕
①　職員研修を充実させ、支援の質の向上を図ります。
　
職員研修は、それぞれの経験年数や任務分掌に基づき、各種団体の研修に職員を参加させ支援の質の向上をはかってきました。

②　家族向け学習会の実施。
　　　今年度は各種学習会については実施に至らなかった。
（１）〔 個別支援計画に基づいた支援の実施 〕
個別支援計画・モニタリング等の一連の流れを整理してファイリングした。全体として把握しやすくなったが、支援や課題解決を図っていく活動はまだ弱いと言える。
　　　日常の製パン・販売の活動が多忙となっているが利用者の様々な力を引き出し、自立に向けて支援を的確に行い、「個別支援計画」を柱とした支援を確立していきたい。
（２）〔 日 課 〕
「平成３１年度事業計画書」のとおり、実施した。
　　平日は、製パン販売に追われるため、毎月第３土曜日（行事等により他の土曜日に変更有り）を活用し、作業以外の余暇活動を行ってきた。

土曜取り組みは、参加は利用者個々の判断（選択と決定）にゆだねている。興味のある活動内容には参加する等、自身で参加を判断するようになっている。多くの利用者が参加したくなるような企画を検討し実施してきた。

今年度は他の行事と重なり回数は減っているが、個々の参加者は増加している傾向にある。

	実施月
	取り組み内容
	参加利用者

	  ４月
	映画鑑賞＆スーパーセンター外食
	　　　２５名

	　８月
	映画鑑賞（川遊びから雨天のため変更）
	　　　　２１名

	　９月
	バーベキュー
	　　　　２７名

	１０月
	　大門坂を歩こう
	２５名

	　２月
	かきぞめ＆たこ焼きﾊﾟｰﾃｨｰ／雪まつり準備
	２８名

	  ３月
	クッキング（チャーハンと餃子づくり）
	２７名

	
	　　　計　６回　実施
	合計　１５３名


平成３１年度　開催５回（１３６名）
（３）〔就労事業〕
　　　製パン、製菓、軽作業（リネン作業、物品販売、お茶の袋詰め販売、手形づくり、コーヒー販売）

〔製パン事業の実績経緯〕

	
	２７年度
	２８年度
	２９年度
	３０年度
	元年度

	移動販売

納品等
	24,006,586
	21,554,013
	22,303,872
	22,191,882
	21,112,189

	店　舗
	(12月～3月)
2,286,970
	3,029,807   
	 2,332,880
	 2,315,487
	 2,255,730


〔就労会計全体〕
	売り上げ
	材料・製品
	労 務 費
	経　費
	収支差額

	平成２７年度
	29,371,036
	12,021,168   
	11,028,120
	5,768,438
	553,310

	平成２８年度
	27,932,194
	12,003,117   
	11,412,210
	4,971,734
	-454,867

	平成２９年度
	27,978,799
	12,142,389
	12,070,240
	5,272,695
	-1,506,525

	平成３０年度
	28,021,437
	11,829,275
	10,008,820
	4,924,160
	1,259,182

	令和元年度
	26,984,741
	11,517,205
	10,061,440
	4,931,772
	474,324


（４）〔工賃支給実績〕
	
	２７年度
	２８年度
	２９年度
	３０年度
	　 元年度

	平均月額給料
	24,205円
	24,433円
	23,394円
	18,432円
	18,912円

	時間給換算額
	265円
	269円
	251円
	200円
	217円


　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※令和元年度　地域の最低賃金　８３０円／時間
	平均月額工賃の分布
	27年度
	28年度
	29年度
	30年度
	元年度

	４０，０００以上
	４
	４
	３
	０
	０

	３５，０００ ～ ４０，０００
	１
	３
	５
	３
	２

	３０，０００ ～ ３５，０００
	５
	４
	４
	３
	３

	２５，０００ ～ ３０，０００
	７
	６
	８
	５
	６

	２０，０００ ～ ２５，０００
	８
	８
	５
	７
	６

	１５，０００ ～ ２０，０００
	７
	８
	８
	７
	１２

	１０，０００ ～ １５，０００
	４
	３
	４
	１１
	８

	５，０００ ～ １０，０００
	２
	２
	４
	８
	６

	０ ～ 　５，０００
	２
	２
	３
	３
	３

	合 　計
	４０人
	４０人
	４４人
	４７人
	４６人


（５）〔生活支援〕

利用者の希望に応じて、宿泊体験実習（暖海ハイツ、平見ハイツとの連携）を実施した。

（６）〔健康管理〕
年１回の健康診断を実施した。

第１回　→　７月　１日
　　　顧問医（クリニックルピナス：尾崎Ｄｒ）との連携をはかり、メンタル面での支援
を行った。
作業所給食では、栄養のバランスを考えた給食を提供し、食事を通した健康増進にも務めた。

（７）〔 通 所 〕

　　　一部、串本方面（有田・田並・串本）の電車利用者５名と自力通所者５名を除き、作業所送迎車両による完全送迎を実施した。

（８）〔利用者自治の育成〕

利用者自治会については、下里出張所開設の影響で担当職員不在が続いたため、例年よりかは少ない実施となったが、今年度も、利用者企画による作業所旅行や新年会などを実施した。
自治会の開催　５回（平成３０年度７回）
６．主な行事実績
	４月２０日

　　２７日
	パンまつり
土曜開所（映画鑑賞＆スーパーセンター外食）

	５月１０日・１１日
１４日
　　１８日
１８日

２２日・２３日
	作業所旅行
家族会

わされん総会
つくしんぼ歌謡祭
きょうされん総会・国会請願行動

	６月　１日
１５日
１６日

１７日
２９日
	理事会
家族職員交流会
評議員会

防災訓練

法人職員合同研修会

	７月　１日
　　　２日
	利用者健康診断
家族会

	８月　９日
　　１３日～１５日
２４日
	大掃除
夏季休暇

土曜開所（映画鑑賞{川遊びから雨天のため変更}）

	９月　３日
１４日
２０日・２１日
	家族会
土曜開所（バーベキュー）
作業所旅行

	１０月　１日
５日
　　　２８日
	防犯訓練
土曜開所（大門坂を歩こう）
避難訓練


	１１月　２日
５日

９日

２３日

２９日・３０日
３０日
	パンまつり
家族会

太地中学校文化祭（パン販売）

町展バザー（パン販売）
店舗４周年セール
福祉健康まつり（パン販売）

	１２月１４日
２２日
２７日

　　　３０日～(３日)
	新東スポーツ交流会
理事会
大掃除
冬季休暇

	１月(３０日)～３日

７日

１１日

　　　２５日
	冬季休暇

家族会

利用者新年会
パンまつり

	２月　８日
１３日

　　１５日

１６日
	わされん映画上映会
家族会（臨時）

土曜開所
(書初め大会＆たこ焼きﾊﾟｰﾃｨｰ・雪まつりパン準備)
雪まつり（パン販売）

	３月　７日
　　２８日
	土曜開所（クッキング（チャーハンと餃子づくり））
理事会


７．利用者のプライバシー確保（個人情報管理）
　　個人情報データのセキュリティー構築の検討し、ソフト（福祉協会ＡＳＰ）を導入しました。
８．非常災害対策（安全管理）
→避難訓練の実施日　（６月１７日[地震]・１０月２８日[火災]・２月２８日[火災]）
→消防設備点検実施日（１２月　３日・３月２７日）【いなほ作業所本体】
　　　　　　　　　　　　（１２月　３日・３月２７日）【下里出張所】.
９．虐待の防止のための措置
　　
　　利用者虐待防止措置の為に、虐待防止関係の研修に積極的に参加した。
	６月１８日
７月　２日

８月　６日
１２月１７日
	強度行動障害伝達研修

	６月２９日
	虐待防止研修（法人合同研修）
人権擁護研修（人権尊重推進委員会　吾妻信也氏)


１０．苦情解決のための措置

定期開催（隔月）している家族会で、利用者やその家族の意向を汲み取るよう努め、家族会役員が苦情受付窓口となる「ちょっと聞いてよ窓口」を設け、利用者やその家族の意向が施設に届きやすい環境づくりをすすめた。
日々の生活支援上での、利用者や家族からの希望や要望的な苦情申し出は、都度改
善を図ってきた。
「苦情解決要綱」に則った案件は無かったが、利用者への配慮不足を２件受け付けた。
　　《内容》①作業所旅行時の職員対応
　　　　　　②職員の配慮不足による欠勤
１１．家族会の運営

→　開催日（５月１４日・７月２日・９月３日・１１月５日・１月７日・２月１３日）
６回開催
１２．職員（援助者）の援助技術の向上
①　各種会議により、職員間のコミュニケーションを充実させ、支援方針の共有と遵守に務めた。
	・職員会議の実施（月２回）　　　　　　→２４回開催

・販売促進会議  （月１回）　　　　　　→１２回開催
・給料ポイント評価会議の実施（年１回）３月
・ケース会議の実施（適時）　　　　　　
・給食会議の実施（月１回）　　　　　　→１２回開催


　
 ②　職員研修（支援の質の向上）の実施
　　 「いなほ作業所職員研修計画」のとおり実施した。　　資料１ 参照
　 ③  資格の取得状況

　　　サービス管理責任者（知的・精神）有資格者　１名
サービス管理責任者（就労）　　　有資格者　３名
　　　サービス管理責任者（介護）　　　有資格者　３名
　　　介護福祉士　　　　　　　　　　　有資格者　６名

　　　第１種衛生管理者　　　　　　　　有資格者　１名
１３．事務・財務管理
　　

・会計処理の状況把握を定期的に実施した。
　　・請求業務の効率化を図った。（クラウドソフトによる請求）
１４．その他の業務

①　きょうされん・わされんの運動
　  ・運営委員会、防災委員会、対県委員会、全国大会会議、ビジョン会議等への職員派遣を行った。
　　　　 
　　②　和歌山県自立支援協議会
　　　・サービス管理責任者アドバイザーとして職員派遣を行った。

③　地域との協力
　　　・地域行事等への積極的な参加に務めたが、悪天候や新型コロナウィルスの影響で
で中止になった行事がいくつかあった。
　　　
【来年度に向けた課題（提供サービスの不十分な点）】
・「個別支援計画」に基づく支援の充実
・製パンの売上げアップ
　　・クラウド等の使用による個人情報データのセキュリティー
　　・ＨＡＣＣＰ（食品の製造工程における品質管理システム）の確立[image: image1]
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